
1977年以前出上の木簡 (工 )

に
は
過
所
符
に
諸
国
印
を
捺
す
こ
と
に
な
り
、
過
所
符
に
は
原
則
と
し
て
竹
木

を
用
い
な
く
な
っ
た
こ
と
、
●
地
名
表
記
が
国
郡
里
制
に
よ
っ
て
い
て
霊
亀
元

年
の
郷
里
制
の
施
行
以
前
で
あ
る
こ
と
、
い
Ｓ
Ｄ

一
九
〇
〇
の
下
層
が
霊
亀
元

年
に
は
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る

（『続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
正
月
甲
中
条
）
朱
雀

門
の
基
壇
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
等
の
こ
と
か
ら
、
霊
亀
元
年
以
前
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

滝
川
政
次
郎

　
「
過
所
考
」
上

。
中

・
下

３
日
本
歴
史
』
第
一
一

八
１
〓
６
号
）
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

一
九
六
三
年

宇
野
茂
樹
　
　
「
近
江
国
阿
伎
里
阿
伎
氏
族
に
つ
い
て
」

（『史

跡
と
美
術
』
二
五
五
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
五
年

田

対
塁
軍
永

「
平
城
京
址
発
掘
木
筒
の
左
京
小
治
町
に
つ
い

て
」

３
大
和
文
化
研
究
』
第
一
〇
巻
二
号
）
　

　

一
九
六
五
年

「
古
道
の
歴
史
」

（『古
代
の
日
本
』
五

所
収
）

一
九
七
〇
年

『
平
城
官
木
簡
二
解
説
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年

『
平
城
官
跡
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅸ
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年

（清
田
善
樹
）

奈
良
。
平
城
宮
跡

（第
一
八
ち

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
四
年

（昭
３９
）
五
月
を
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
似
本
亀
治
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衛
跡

６
　
迫還
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
跡
第

一
八
次
調
査
は
一
九
六
四
年

（昭
和
３９
）、
官
の
西
辺
―
―
西
面

中
間
（佐
伯
円
）
と
同
南
門
（玉
手
関
）
の
中
間
の
地
域
で
ト
レ
ン
チ
発
掘
を
行
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
区
全
体
は
南
流
す
る
秋
篠
川
の
旧
河
道
に
あ
た
り
、

官
造
営
時
の
埋
め
た
て
後
も
東
西
幅
約
二
五
ｍ
、
深
さ
約

一
・
一
ｍ
の
く
ば
み

が
残

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
遺
構
は
こ
の
上
に
認
め
ら
れ
、
東
西
に
走

る
掘
立
柱
塀
等
の
他
、
特
徴
あ
る
遺
構
を
検
出
し
た
。
そ
れ
は
、
南
北
三

・
五

ｍ
、
東
西
四
ｍ
以
上
の
方
形
の
区
画
に
木
杭
を
め
ぐ
ら
し
た
施
設
で
あ
り
、
そ

の
内
側
に
は
径

一
・
四
ｍ
、
深
さ
は
○

・
七
ｍ
を
こ
え
る
円
形
の
上
羨
が
掘
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
杭
列
と
土
羨
は

一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
土
羨
内
の
木
威

を
多
く
か
く
ん
だ
堆
積
土
中
の
遺
物
か
ら
れ
こ
の
地
区
に
鍛
冶
関
係
の
工
房
の

存
在
が
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
木
簡
も

一
九
点
が
右
の
上
羨
よ
り
出
土
し
い

同 籟 岸
研国
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木簡出土遺構図



釘
に
関
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
同
時
に
出
土
し
た
遺
物
は
金
属
利
器
の
た

め
の
木
柄

・
輸
日
・
鉱
滓
な
ど
特
徴
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
特
に
木
製
品
と
し

て
、
大
量
の
鏃
形

・
刀
子
形

・
座
金
形

・
鋲
形

・
釘
形

・
ピ
ン
形
等
の
木
製
雛

形
、
及
び
工
具
を
構
成
す
る
鎌
柄

・
錐
柄

・
刀
子
柄

・
基
柄

・
鈍
柄
等
と
そ
の

未
成
品
が
出
土
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
金
属
製
品
と
し
て
も
帯
金
具

・
鉄
鎌
先

。
鉄
釘

・
鉄
針
金
等
が
出
上
し
て
お
り
、
全
体
を
通
し
て
鍛
冶
工
房

の
存
在
を
推
定
す
る
強
い
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
「＜
打
合
釘
士
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕
溢
ダ
¨
ｏ驚

②
　
�
□
．醍
胸
二
枚
□
堺
打
下
口

□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ常

０
　
×
□
平
目
釘

一
千
六
百
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ常

④
。
「□
肥
合
釘
百
」

。　
「　　　諄貯刑
一　一言脚中　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∞μ
×
出伽
Ｘ
”　　〇］μ

木
簡
は
計

一
九
点
が
出
土
し
た
が
、
材
の
腐
蝕
し
た
も
の
が
多
く
、
判
読
し

得
る
も
の
は
少
い
。
そ
の
う
ち
釘
に
関
連
し
た
記
載
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
①

の

「
平
目
釘
」
は
正
倉
院
文
書
に
み
え
る

「
平
頭
釘
」

（「大
日
本
古
文
圭
Ｅ
一
五

十
三
正
０

と
同
じ
も
の
か
。
ω

。
①
の

「
打
合
釘
」
も
正
倉
院
文
書
に
散
見

す
る

（同
上
）。
ま
た
②
の

「
堺
打
」
は
銅
製
品
を
毛
彫
り
す
る
工
程
の
こ
と
で

や
は
り
正
倉
院
文
書
中
に
釦
工
と
し
て
の

「
堺
打
工
」
が
み
え
る

か同
〓
ハ
ー

「
昭
和
３９
年
度
平
城
宮
調
査
出
上
の
木
簡
」

Ｇ
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
一
九
六
五
し
　
　
一
九
六
五
年

「
昭
和
３９
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
概
要
」

（同
右
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
五
年

「
平
城
京
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
用
の
上
羨

に
つ
い
て
」

（奈
良
市

『平
城
京
の
復
原
保
存

計
画
に
関
す
る
調
査
研
究
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
二
年

『
平
城
官
木
簡
二
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
四

・
五
年

『
平
城
官
発
掘
調
査
報
告
Ⅸ
』
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年

（佐
藤
　
信
）

二
九
一し
。

９
　
関
係
文
献

田
中
　
琢

横
山
浩

一

工
楽
善
通

狩
野
　
久

惨鵬
躙短政

可

Ｘ

＝
ヽ

＝

―

，

Ｓ

木簡出土遺構図


